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　 1． 病棟での口腔ケアの実践について
伏見一章（館山病院）
坂本洋右　　（千大）
　口腔ケアの現状を把握するために医療従事者ならび
に病院職員にアンケート調査を行った。口腔ケアの必
要性は医療従事者には 7割程度認識されているが，従
事者以外では逆に 7割程度認識されていなかった。口
腔ケアの効果として期待されるのは誤嚥性肺炎の予防
で，経口摂取が重要であることは認識されていた。今
後，口腔ケアを浸透していくには，勉強会やミーティ
ングなどを開催して職員との連携の充実が必要であ
る。　
　 2． 当科における口腔ケア
清水俊宏，小河原克訓（千大）
　当科では2009年 1月より口腔ケア外来を設置した。
当科での口腔ケアの現状及び，当科入院の口腔悪性腫
瘍患者に対する口腔ケアの効果について報告する。調
査の結果，口腔ケア外来の開設により紹介患者数およ
び紹介診療科数の増加が見られた。また，当科入院患
者では口腔ケア導入後，入院期間・抗菌薬投与期間の
短縮，血液データの早期改善がみられた。特に抗菌薬
の投与期間では有意差が認められ，口腔ケアの有用性
が示唆された。
　 3． 食道閉鎖症術後の摂食障害児に対し，摂食指導
後経口摂取が確立し，胃瘻カテーテルの抜去が
できた 1例
甲原玄秋（千葉県こども）
　先天性食道閉鎖症の男児が根治術後，嚥下性肺炎を
繰り返したため胃瘻経由の栄養補給が行われていた。
1歳時に経口摂取を目的にNSTに依頼があった。摂食
に拒否反応を示したが少量の水は飲め，流涎はなかっ
た。嚥下機能はあるが刺激の不足による過敏と評価し
た。脱感作，スティック状の菓子の摂取を訓練し 1か
月で達成できた。その後，離乳食が摂取でき段階的に
増量でき，6ヶ月後には経口摂取が確立し胃瘻チューブ
の抜去ができた。
　 4． 上顎骨に発生した類骨骨腫の 1例
小池一幸，中嶋　大，渡邉俊英
（君津中央）
　患者38歳女性。初診 5年前より無痛性に増大する口
蓋側歯肉の膨隆を自覚した。右上犬歯から第一大臼歯
にかけて31×20㎜大の骨様硬の腫瘤を認め，画像検査
では腫瘤内部に透過像と不透過像の混在を認めた。摘
出物は，病理組織学的に異型性細胞が少なくnidusの存
在が確認され，類骨骨腫と診断した。マッソン染色で
は青染された類骨周囲に骨芽細胞の細胞質が赤染され
ており類骨形成が継続している所見であった。
　 5． 顎関節に生じた軟骨芽細胞腫を疑わせる 1例
皆川康之，坂本洋右（千大）
　患者は56歳女性，左側顎関節部の腫脹を主訴に受診
した。臨床所見，画像所見では左側下顎頭から下顎切
痕にかける良性腫瘍が疑われた。生検にて軟骨芽細胞
腫の可能性が示唆されたため，全身麻酔下にて下顎骨
切除術を施行した。軟骨芽細胞腫は長管骨骨端部に好
発する稀な良性腫瘍であり，自験例の顎関節への発生
は非常に稀である。悪性化例も報告されており，慎重
な経過観察が必要である。
　 6． 頬粘膜部に発生した多形腺腫の 1例
中嶋　大，小池一幸，渡邉俊英
（君津中央）
　多形腺腫は唾液腺腫瘍の中で最も発生頻度が高い腫
瘍だが，頬粘膜部に発生することはまれである。
　【患者】35歳女性。
　【主訴】左側頬粘膜部の腫瘤。
　左側頬粘膜下に直径20㎜の弾性硬，可動性の腫瘤を
触知し，局所麻酔下に摘出手術を行った。被膜に可及
的に周囲組織を付着させた状態で摘出した。病理組織
学的には上皮性の成分と粘液腫様の成分が混在する像
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がみられたが上皮成分が優勢でいわゆる腺腫型である
と思われた。
　 7． 口蓋に発生した筋上皮腫の 1例
石毛俊作，笠松厚志（千大）
　今回我々は口蓋に発生したEpithelioid typeのMyo-
epitheliomaの 1例を経験したので若干の文献的考察を
加え報告した。
　【患者】61歳男性
　【主訴】嚥下障害・発音障害
　【現病歴】 3年ほど前から口蓋部に米粒大の腫瘤が出
現し 1年程前より腫瘤の増大を認めた。
　【口腔内所見】口蓋に胡桃大で弾性硬な有茎性腫瘤を
認めた。
　【処置】局所麻酔下にて腫瘍摘出術施行。
　【病理】Epithelioid Myoepithelioma。
　 8． ケルビズムの 1例
小池博文，遠藤多加史，松江高仁
高橋喜久雄　　　　（船橋中央）
　ケルビズムの 1例を経験したので報告した。患者 7
歳男性，左側頬部の膨隆を主訴に紹介来院した。X線
的に下顎枝部の多房性病変と上顎結節に病変を認め，
病理組織学的には巨細胞性肉芽腫の像を呈したことか
らケルビズムと診断した。また，患者は一卵性双生児
の第 1子であり，第 2子もほぼ同様の所見が得られた
ものの，両親に関してケルビズムの既往は認めなかっ
た。現在特に治療は行わず経過観察中である。
　 9． 新生児の口底部にみられた甲状舌管嚢胞
甲原玄秋（千葉県こども）
　日齢15の男児の口腔前庭に著明な腫脹がみられ類皮
嚢胞と診断した。舌は後方に押されているも呼吸困難
なく経過したが，構音障害がみられ 5歳10か月時全身
麻酔下で摘出した。摘出物は直径27㎜，球形で嚢胞腔
内には毛，剥離した角化物があり，嚢胞壁内面は多列
繊毛上皮で一部は重層扁平上皮に移行していた。嚢胞
壁には毛嚢，皮脂腺，汗腺などの皮膚付属器官が見ら
れたが，多列繊毛上皮があったことより甲状舌管嚢胞
が確定した。
　10． 上顎洞内に充満した類表皮嚢胞の 1例
馬場隆緒，坂本洋右（千大）
　患者は27歳男性，右頬部腫脹を主訴に受診となった。
画像所見では右上顎洞内全域に腫瘤を認め歯原性腫瘍
が疑われた。全身麻酔下にて腫瘍摘出術を施行し，病
理組織診断は類表皮嚢胞の診断を得た。術後 1年経過
後，再発は認められていない。類表皮嚢胞は口底部に
好発するが自験例の上顎洞内の発生は稀であり，発生
要因については，慢性副鼻腔炎の既往があることから
炎症を背景にした洞内上皮からの発生が推察される。
　11． 頬粘膜に発生した異所性扁桃の 1例
副島将路，林　幸雄（成田赤十字）
　患者は59歳男性，左頬粘膜の腫瘤精査依頼にて2008
年 9月17日に紹介初診となった。臨床所見，画像所見
からは腫瘍性疾患が疑われ，生検を施行したが炎症性
組織の診断を得た。確定診断を得るため外来局所麻酔
下にて切除術を施行し，異所性扁桃の診断を得た。自
験例はFiorettiにより定義された扁桃の 4条件を全ては
満たしていなかったが，リンパ組織が慢性刺激により
過形成を起こし扁桃の定義を満たすように変化した未
完型の異所性扁桃と推測した。
　12． 高気圧酸素療法が著効したビスフォスフォネー
ト関連顎骨壊死 3例
横田哲史，小野可苗（千大）
　ビスフォスフォネート関連顎骨壊死（BRONJ）stage 
2の 3例に対し，高気圧酸素療法（HBO）を施行し，
3例共に臨床症状の改善を認めた。BRONJに対する
HBOの有効性は大規模臨床試験にて検討されており，
現在研究段階であるが，洗浄，デブリードメント，抗
菌薬投与に加えた補助療法としてのHBOは，患者の
QOL向上に大きく寄与することが示唆された。今後症
例数を増やし，更なる検討を加えたい。
　13． 口底・舌悪性腫瘍治療後に生じた難治性下顎骨
髄炎の 1症例
中津留　誠，武井雅子
（千葉医療センター）
　今回われわれは，口底癌と舌癌に対して超選択的動
注化学療法と放射線治療を行い，その後下顎骨髄炎を
発症して治療に苦慮し，不幸な転帰となった 1症例を
経験した。超選択的動注化学療法や放射線治療は，口
腔癌治療に有効であるが，その治療に伴う骨髄炎が発
症した場合，その治療は大変困難となる。頭頸部癌治
療に関連する診療科との連携を密にとり，癌治療前に
必要な歯科治療や口腔ケアの指導に積極的に介入する
ことが必要である。
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　14． 開口障害を主訴に来院した破傷風の 1例
渡邉俊英，小池一幸，中嶋　大
（君津中央）
　【患者】78歳男性。
　【主訴】開口障害。
　筋の緊張によると思われる痙笑と頸部周囲筋の強直，
嚥下障害と軽度の発語障害を認めた。
　【診断】破傷風第二期。第Ⅱ期から第三期に移行せず
に治癒にむかった。公衆衛生の向上や予防接種の普及
によりまれな疾患となっているため医療スタッフ間に
本疾患の認識が薄くなっている。加速度的に高齢者の
割合が高まっていく中で開口障害を主訴に来院する患
者に対しその可能性を頭の片隅に置くべきである。
　15． 診断に苦慮した上顎洞放線菌症の 1例
片桐健史，青沼陽菜，武田祥人
伊藤　耕，石上大輔，神野良一
近藤壽郎　　　　　　　　　　
（日大松戸・歯・顎顔面外）
宇都宮忠彦，山本浩嗣　　　　
（同・歯・病理）
　放線菌症は，顎口腔領域では主に下顎で発症し上顎
はまれである。今回われわれは，上顎骨の著明な骨破
壊を認め悪性腫瘍を疑い，診断に苦慮した放線菌症の
1例を経験した。症例は37歳男性，左側頬部の腫脹を
主訴に紹介来院した。画像所見等から著名な骨破壊，
Gd造影効果，および知覚異常，腐骨を認めたことから
悪性腫瘍を疑った。生検を施行し，病理組織検査結果
では腫瘍細胞はなく，放線菌塊を認めた。その結果，
拡大手術を行うことなく現在，経過良好である。
　16． 小児外傷の統計
鹿野文絵，坂本洋右（千大）
　当科における過去10年間の12歳以下の小児口腔外傷
症例において臨床的検討を行った。受傷年齢は 1～ 2
歳が最も多く，受傷原因は転倒が60％を占めた。受傷
時刻は18～24時に多くみられ，夜型の生活リズムを送
る小児の増加が原因と考えられた。また，異物による
口腔内刺傷をCT画像上で検討を行ったところ，歯ブラ
シは植毛部に高信号域が認められ，割り箸は24時間以
上水に浸すと脂肪組織と近いCT値になり，判別が難し
くなることがわかった。
　17． 当科における過去10年間の小児口腔外傷の臨床
統計的観察
松江高仁，遠藤多加史，小池博文
高橋喜久雄　　　　（船橋中央）
　小児は成長課程であることから，危険予知能力や危
険回避能力が不十分であるため，不意の事故に合う確
立が高く，臨床においてしばしば経験される。治療に
おいては，顎骨の成長発育，また後続永久歯への影響
などへの配慮が必要であり，専門性は極めて高いと考
える。今回われわれは，当科における過去10年間の15
才未満の小児口腔外傷患者543症例に対し，当科で作成
したプロトコルをもとに，臨床統計的観察を行った。
　18． 当科における過去30年間の頬骨骨折の臨床統計
的観察
薄倉勝也，笠松厚志（千大）
　千葉大学医学部附属病院　歯科・顎・口腔外科を
1980～2009年に受診した頬骨骨折109症例について臨床
統計的検討を行った。交通事故による受傷は経年的に
減少しており，社会環境の変化が関与していると推察
された。受傷から 1週間以内に受診するケースが殆ど
だが，長期化する場合もあり，医科の治療を優先した
為と考えられた。医科との連携を密に行い，早期に骨
折治療を行うことが重要と考えられた。
　19． 第XI因子欠乏症（いわゆる血友病C）患者にお
ける抜歯後出血の 1例
齋藤伸枝，麻野和宏，松本憲政　
越川久美子，川又　均，今井　裕
（獨協医大）
　第XI因子欠乏症に血小板機能低下および第VIII因子
活性低下を併発した患者の抜歯後出血の 1例を経験し
た。当初第XI因子活性低下による抜歯後出血を疑い，
FFPの連日投与およびシーネによる圧迫止血を図った。
しかし出血傾向が改善しないため再度精査したところ，
血小板機能低下と第VIII因子活性低下の併発が認めら
れた。追加治療として血液凝固第XIII因子，血小板輸
血，血管強化剤および抗線溶薬を投与したところ止血
が確認された。
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　20． 歯肉出血からワーファリン抗凝固能が薬物相互
作用により著しく増強されていることが判明し
た 1例
金沢春幸　　　　（国保成東）
瀧澤太一　　　　（同・内科）
山野由紀男，鵜澤一弘（千大）
　症例は77歳女性，初診 1カ月前から鼻・歯肉出血が
あり止血困難のため受診。既往歴として冠動脈バイパ
ス手術および大動脈弁置換手術を受け，ワーファリン
1.5mg/day，バイアスピリン100mg/dayによる抗血栓
療法を受けている。血液検査所見でPT-INR 17.04と抗
凝固能の著名な上昇を認めた。薬剤服用歴よりワーファ
リンと高脂血症治療薬ロスバスタチンカルシウムとの
相互作用が最も疑われた。
　21． 当院における循環器系疾患，抗血栓療法患者の
抜歯に対するリスクマネージメント
肥後盛洋（千葉県循環器病センター）
　当院では，平成20年 4月から翌年 9月までの期間に，
抗血栓療法患者83例において計125回の抜歯を行った。
抜歯前に抗血栓療法を中止したのは83例中12例であり，
休薬率は14%であった。人口弁置換術後の患者では，
感染性心内膜炎の予防のため術前に抗生剤を投与した。
後出血はワーファリン内服継続患者 3例で認めた。術
前の INR値が3.5を越える場合は，止血時間の延長，後
出血の可能性が増加すると考えられた。
　22． 当科における唇顎口蓋裂患者の臨床的検討
土田修史，泉　さや香，麻野和宏
越路千佳子，川又　均，今井　裕
（獨協医大）
　当科では，口腔外科学講座が開設された1974年より
唇蓋口蓋裂患者に対する治療を開始し約20年前より一
貫治療を目指し，他科と連携したチームアプローチを
行い現在に至っている。今回我々は，1974年から2009
年 8月までの35年間の患者治療について検討を行った。
対象は1974年から2009年 8月までに当科を受診した，
口唇裂・口蓋裂患者280名である。症例は裂型，性別，
破裂側，初診時年齢，出生時体重，来院経路，合併症，
治療法について検討した。
　23． 過去 5年間に当科を受診した舌痛症患者の臨床
的検討
大久保真希，石川智子，和久井崇大
川又　均，今井　裕　（獨協医大）
　2005年 8月から2009年 8月までの過去 5年間に舌痛
症と診断された141例について検討を行ったので報告
する。患者の内訳は，男性20名，女性121名であり，疼
痛発現部位は舌尖部が多く，発症要因として心因的ス
トレスが考えられた。治療は外用薬，SSRI，抗不安薬
など用いられ，精神疾患を有している症例では抗不安
薬を使用しても症状の改善を得ることは困難であった。
今後，舌痛症の診断・治療について系統立てたプロト
コールの作成を目指したいと考えている。
　24． 類表皮嚢胞様の組織像を呈した舌癌の 1例
瀬畑　香，土肥　豊，石川智子　
越路千佳子，川又　均，今井　裕
（獨協医大）
　【患者】37歳女性。
　右側舌縁部の潰瘍精査目的に，2006年 9月受診。右
側舌癌の臨床診断にて，切除生検施行。病理診断は，
類表皮嚢胞様構造を伴う組織であったが，高度に角化
した扁平上皮癌の可能性も考えられた。術後10ヶ月で
局所再発し，再建を含めた舌腫瘍切除を施行した。切
除物の病理組織像を病理医と当科にて協議した結果，
最終診断を細胞異型を認めない，類表皮嚢胞構造物を
伴う特異な高分化型扁平上皮癌とした。
　25． 当科における類基底扁平上皮癌の 1例
小林健一，山野由紀男，小河原克訓
（千大）
　所属リンパ節転移，多発性骨転移，肺転移を伴った
下顎歯肉原発の類基底扁平上皮癌に対しDOC，CDDP，
5-FUの 3剤併用放射線化学療法を行った。重篤な骨髄
抑制のため，継続治療はできなかったが，原発巣およ
び所属リンパ節転移に対して著効を示し，肺転移巣も
治療後 2ヶ月間は制御されていた。初診 1年後に多発
性肺転移により死亡となった。類基底扁平上皮癌の進
行例に対し 3剤併用放射線化学療法の有効性が示唆さ
れた。
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　26． 超選択的動注化学療法と光線力学療法を行った
舌癌の 1症例
中津留　誠，武井雅子
（千葉医療センター）
　今回われわれは，高齢者の舌癌に対して浅側頭動脈
に，湾曲状のカテーテルを逆行性に腫瘍栄養動脈に血
管造影しながら挿入固定して，超選択的動注化学療法
を行った。さらに，その後の舌癌再発に対して 5-ALA
（5-aminolevulinic acid）を光感受性物質として使用し，
635nmの赤色LED光源を照射して光線力学治療を行っ
た症例を経験した。治療後の経過は良好であるが，経
過観察を厳重に行う予定である。
　27． エアブレイシブによって生じた皮下気腫の 1例
遠藤多加史，松江高仁，小池博文
高橋喜久雄　　　　（船橋中央）
　エアブレイシブによって生じた皮下気腫を経験した
ので報告した。近歯科医院にてエアブレイシブ使用中，
皮下気腫症状がみられたため紹介来院した。初診時，
右側頬部の腫脹，圧痛，捻発音がみられ，右側下顎臼
歯部に 4㎜程度の歯周ポケットを認めた。X線所見に
て著明な含気像を認めたため，エアブレイシブによる
皮下気腫と診断した。処置は抗生剤および消炎鎮痛剤
の投与にて経過観察とし， 7日後気腫の消失がみられ
た。
　28． 頻繁に症状が反復するクインケ浮腫について : 遺
伝性血管神経性浮腫との鑑別
河崎謙士，才藤靖弘，稲毛　恵
花澤康雄　　　　（川鉄千葉）
　【患者】69歳男性。
　【初診】2008年 8月 6日。
　【主訴】下口唇から頬部の腫脹。
　【既往歴】高血圧症。アレルギー疾患なし。
　【家族歴】特記事項なし。
　初診から 8か月にわたり頻繁に下顔面に浮腫症状が
反復し，血液検査で補体成分因子C3が62mg/dlと低
値（C4，CH50は正常値）であったため専門機関へ精査
を依頼したところ遺伝性血管神経性浮腫は否定された。
抗アレルギー薬を服用し症状発現が減少した。
　29． 顎下腺唾石症 : ～多数の唾石が認められた 1例～
椋棒　哲，田中孝佳，浅香陽介
荻原康平，松井香織，羽賀美保
荒井秀次，石井輝彦，大木秀郎
（日大・歯・口外 1）
米原啓之，原　八重子　　　　
（同・歯・口外 2）
　患者は47歳男性。左側顎下部の腫脹と疼痛を主訴に
来院。既往歴として統合失調症で15年以上の投薬治療
を受けている。顎下腺相当部に軽度な発赤を伴う著明
な腫脹を認め，圧痛も著明だが呼吸苦は訴えていない。
顎下腺腺体内唾石症の診断で左側顎下腺摘出術を施行
した。顎下腺腺体内に多数の唾石が認められた症例を
経験したため報告した。服用薬の副作用と唾石形成と
の関係については今後の検討課題としたい。
　30． 習慣性顎関節脱臼患者に対して自家骨腸骨移植
術を用い関節結節形成を施行した 1例
増山裕信，野村有希，和久井崇大
加藤洋史，川又　均，今井　裕　
（獨協医大）
　習慣性顎関節脱臼とは通常の開口動作によって容易
に反復脱臼をきたすものである。今回われわれは，脳
血管障害を有した習慣性顎関節脱臼患者に対し自家骨
腸骨移植を用い関節結節形成術を施行した 1例を経験
したのでその概要を報告する。患者は，39歳男性で，
顎を外れることを主訴に受診した。習慣性顎関節脱臼
の診断のもと，関節結節形成術を施行した。術後 3カ
月経過したが再脱臼および顔面神経麻痺は認められず
経過良好である。
　31． 下顎中心性線維腫と考えられた 1例について
才藤靖弘，河崎謙士，稲毛　恵
花澤康雄　　　　（川鉄千葉）
栗林良英（福王台皮膚科歯科）
　58歳女性，2008年 9月25日初診。Ｘ線所見にて，右
下顎大臼歯部に類円形の境界明瞭な骨透過像を認め，
舌側皮質骨は吸収し下歯槽管は病変に含まれていた。
MRIで内容液を示すようなT2強調像での高信号を認
めなかった。右下顎骨内腫瘍の診断にて全身麻酔下に
腫瘍摘出術を施行した。病理組織学的所見では，大半
が膠原繊維の増生で線維芽細胞が散見されるも，歯原
性上皮を認めず，診断を非歯原性の中心線維腫とした。
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　32． 頸部に発症した筋肉内脂肪腫の 1症例
武井雅子，中津留　誠
（千葉医療センター）
　今回報告症例が少ない頸部に発症した筋肉内脂肪腫
を経験した。筋肉内脂肪腫は脂肪腫全体の約 2 %を占
める良性軟部組織腫瘍であり，成熟した脂肪細胞が筋
肉内に迷入し増大していく腫瘍である。治療方針や再
発率などばらつきが見られる。これは腫瘍の発症過程
によるものと考える。現在経過良好だが，腫瘍の特性
上注意深く経過観察を行っていく予定である。
　33． 開口障害を伴う筋突起に生じた骨軟骨腫の 1例
青木淳也，三宅正彦，湯本夏子
佐藤貴子，副嶋浩樹，後藤俊行
西村　敏，岩成進吉，大木秀郎
（日大・歯・口外 1）
米原啓之（日大・歯・口外 2）
　今回我々は筋突起部に生じた骨軟骨腫により開口障
害を生じた 1例を経験したので報告した。患者は15歳
男性，開口障害の為，他院にてスプリント療法を受け
たが症状に変化がなく治療を中断。その後も開口量が
減少する為，当科初診来院。顔貌左側頬部腫脹（+），
開口量 8㎜。CT-X線写真にて左側筋突起部に連続して
結節状の骨様不透過像を認めた為，腫瘍摘出術を口内
法にて施行。術後開口量30㎜。病理組織検査結果によ
り「Osteochondroma」の診断を得た。
　34． 下顎臼歯部に発生したDesoplastic Ameloblas-
tomaの 1例
博多研文，土肥　豊，泉　さや香
川又　均，今井　裕（獨協医大）
　患者は，34歳男性。左下顎骨内病変精査にて受診した。
画像所見では，左下顎小臼歯部にOsseous dysplasia様
病変を認め，全身麻酔下に摘出術を施行した。病理組
織診断にてDesoplastic Ameloblastomaと診断され，そ
の切除断端近傍に腫瘍細胞浸潤を認めた。骨浸潤能が
高いことから，患者と相談の上，下顎骨辺縁切除術を
施行した。現在術後 7ヶ月経過したが，再発無く経過
良好である。
　35． 舌癌，中咽頭癌治療後に下顎歯肉に生じた炎症
性偽腫瘍（Inflammatory Psuedotumor: IPT）
の 1例
伊達昭宜，山縣憲司，瀬戸佳穂里
伊藤寛之，柳川　徹，鬼澤浩司郎
武川寛樹　　　　　　　（筑大）
　舌癌，中咽頭癌治療後に下顎歯肉に生じた炎症性偽
腫瘍を経験したので若干の文献的考察を加え報告した。
症例は70歳男性で，平成20年 5月，下顎歯肉に35×25
㎜大の肉芽様，弾性軟の腫瘤を認め，中咽頭は再発が
疑われた。生検で下顎歯肉は肉腫疑い，中咽頭は扁平
上皮癌疑いと診断され，腫瘍切除術が施行された。病
理組織学的には，紡錘形細胞の細胞密度が高く，膠原
繊維や細胞間質の形成が多彩で，炎症性細胞浸潤が目
立ち，Vimentin，α -SMA陽性でALK陰性より炎症性
偽腫瘍と診断された。
　36． IgG4陽性形質細胞が著明に認められた炎症性筋
線維芽細胞性腫瘍の 1例
吉崎正子，小野可苗（千大）
　IgG4関連硬化性疾患は，自己免疫性膵炎でみられて
いた IgG4陽性形質細胞浸潤が全身諸臓器にも発生す
ることから提唱された疾患概念である。本症例は上顎
IMTを原発として 1年後に肺 IPTを発症， 4年後に局
所再燃を来し，IgG4陽性形質細胞の密な浸潤を呈した。
ステロイドに著効し，閉塞性動静脈炎が認められた事
から，IgG4関連硬化性疾患と共通した特徴を示した。
本症例より IPTと IgG4関連硬化性疾患との関連が示唆
された。
　37． オトガイ神経知覚鈍麻を初発症状としたバー
キットリンパ腫の 1例
志水大地，和久井崇大，野村有希
越川久美子，酒井英紀，川又　均
今井　裕　　　　　（獨協医大）
　患者は14歳男児，軟式ボールが右下顎部に当たった
後の右側下唇のしびれと，咬合不全を主訴に来院。外
傷性オトガイ神経知覚鈍麻の臨床診断にて経過観察を
行っていた。初診から 3週間後，発熱，左側頬部，眼
瞼周囲の腫脹および右側下顎臼歯部と左側口蓋部歯肉
の無痛性腫脹と上下左右臼歯の動揺を認めた。腫瘍性
病変を疑い生検施行し，病理組織学的検査の結果バー
キットリンパ腫であると診断，当院小児科にて化学療
法施行となった。
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　38． 口腔内に発生した悪性リンパ腫の臨床的観察
山本亞有美，椎葉正史（千大）
　口腔内に発生した悪性リンパ腫の臨床的観察を行っ
た。対象は1994年～2009年の16年間に千葉大学医学部
付属病院歯口科を受診し，生検にて悪性リンパ腫と診
断された13例である。悪性リンパ腫が口腔内に発生す
ることはまれではなく，症状も多彩であることが示さ
れた。前医にて歯科疾患として安易に治療されていた
ことが多かったことから，的確な診断のために生検を
適切に行うことが重要であると思われた。
　39． 広頸筋皮弁と頸部島状皮弁のロ腔再建における
適応と問題点
中曽根良樹，横尾　聡，宮久保満之
笹岡邦典，根岸明秀　　　（群大）
工藤　毅　　　（同・耳鼻咽喉科）
古土井春吾，古森孝英　（神戸大）
　【はじめに】広頸筋皮弁と頸部島状皮弁はいずれも広
頸筋を含む筋皮弁である。われわれは，血行形態の相
違から flapを使い分け，口腔，頸部の中等度欠損の再
建を施行したので，その概要を報告する。
　【対象】対象は広頸筋皮弁23例と頸部島状皮弁 7例で
あった。
　【結果】全例で筋皮弁の全壊死は認めなかった。広頸
筋皮弁では辺縁壊死は皮弁部に限局していたが，頸部
島状皮弁では血行が不安定のため壊死は広頸筋にまで
及んでいた。血行形態から，広頸筋皮弁は頸部郭清と
の併用が難しいが，頸部島状皮弁では併用可能であっ
た。
　【まとめ】両皮弁とも中等度の口腔欠損に対し有用で
あった。しかし，辺縁壊死が高頻度で発生するため，
再建部の完全治癒までに時間を要すると考えられた。
　40． Wound bed preparation（創底管理）による創
傷管理と組織移植のタイミング : 顎口腔領域慢性
創傷の確実で正しい治癒をめざして
高山　優，中曽根良樹，横尾　聡
（群大）
　Wound bed preparationは慢性創傷の管理，治療に
おいて確立された概念である。顎口腔領域の慢性創傷
のアプローチはこのWound bed preparationの概念を
導入し，適切なタイミングでの創閉鎖，組織移植を行
うことによって，早期かつ確実で正しい治癒が獲得で
きることを報告した。また，創閉鎖の際，筋皮弁等の
組織移植は，本来の生体の自己治癒能力発現時に行う
ことが適切であると考えている。
　41． 口腔癌患者に対する経過観察の標準化
大塚武彦，土肥　豊，松本憲政
齋藤伸枝，川又　均，今井　裕
（獨協医大）
　今回われわれは，口腔癌術後患者に対して経過観察
プロトコールを作成し，試用したのでその概要を報告
した。方法は，口腔扁平上皮癌112症例を対象として，
再発時期と診察間隔・画像評価期間などの妥当性を検
討した。結果は，再発時期と診察間隔については，比
較的妥当であったと思われたが，定期的なFDG-PET/
CTは術後 3ヶ月程度で撮影するのが妥当ではないかと
思われた。
　42． 当科における口腔癌患者の頸部リンパ節転移お
よび遠隔転移の検討
中津川周生，土肥　豊，博多裕子
川又　均，今井　裕（獨協医大）
　今回われわれは，頸部リンパ節転移および遠隔転移
症例の臨床的検討を行った。対象は手術療法行った口
腔扁平上皮癌 1次症例180例とした。頸部リンパ節転移
47例においては，一次転移は，37例，後発転移21例で
あり，Level分類では，一次・後発転移でともにLevel 
1に多かった。一次転移と後発転移の 5年生存率はそ
れぞれ，64.7％と61.4％であった。遠隔転移 9例では転
帰はすべて死亡であった。
　43． 抗癌剤含有腫瘍標的ウイルスタンパクハイブ
リッドリポソームの効果
齋藤謙悟，白澤　浩
（千大院・分子ウイルス）
丹沢秀樹（千大院）
　シスプラチン含有腫瘍標的ウイルス蛋白ハイブリッ
ドリポソームが調整が可能になり，肺扁平上皮癌細
胞株 1株（Reaf La-Ci），口腔扁平上皮癌細胞株 2株 
（HSC3，HSC2）にて，標準型リポソームと比較すると，
抗腫瘍効果が増強した。また，両リポソームとも，正
常角化初代細胞株，正常線維芽細胞株では，僅かな細
胞傷害性があるのみであった。以上から，治療への応
用が示唆された。
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　44． 口腔扁平上皮癌におけるNRG1遺伝子のCDDP
耐性に関する機能解析
篠塚啓二，鵜澤一弘，丹沢秀樹
（千大院）
　マイクロアレイ，パスウェイ解析を用いて，口腔扁
平上皮癌におけるCDDP耐性候補遺伝子を選出した。
その中からNRG1遺伝子について，mRNA・タンパク
レベルでの遺伝子発現を確認した結果，CDDP耐性細
胞株，CR症例において明らかな発現亢進を認めた。ま
たsiRNAによる遺伝子の発現抑制行い，CDDPに対す
る感受性が増加したことから，NRG1遺伝子は重要な
CDDP耐性関連遺伝子であることが示唆された。
　45． 口腔癌におけるECT2の発現解析
伊豫田　学，鵜澤一弘，丹沢秀樹
（千大院）
　マイクロアレイ解析で高発現を認めた遺伝子ECT2
について発現状態を確認した。すべての口腔扁平上
皮癌細胞株においてヒト正常口腔粘膜細胞と比較して
mRNA，タンパクともECT2の発現亢進が認められた。
また臨床検体では，mRNA発現状態について口腔扁平
上皮癌66例中58例（88％）に発現亢進が認められた。
今後臨床検体の蛋白発現について確認し，臨床指標の
検討を行う予定である。
　46． 口腔扁平上皮癌におけるDkk-1の発現解析
小越健次，鵜澤一弘，丹沢秀樹
（千大院）
　Dickkopf-1 （DKK1）はWntシグナルを抑制し癌への
関与が報告されており本研究ではDkk1と口腔扁平上
皮癌（OSCC）との関連性を検討した。Dkk1のmRNA
とタンパクはHNOKsと比較しOSCC細胞株全 6種で
発現の亢進を認めた。臨床検体でも正常組織と比較し
OSCCでDkk1のmRNAの発現が亢進した。Dkk1は正
常組織よりもOSCCで有意に発現が亢進しており，今
後さらに検討していく。
　47． 口腔扁平上皮癌におけるZIC2発現と予後に及ぼ
す影響
佐久間健太郎，鵜澤一弘，丹沢秀樹
（千大院）
　口腔扁平上皮癌細胞株の発現をマイクロアレイ解析
し，その中で最も高発現していたZIC2の発現を検討し
た。Real-time PCRにより，口腔扁平上皮癌細胞株およ
び臨床検体におけるZIC2のmRNAの発現亢進がみら
れた。また，免疫染色からZIC2タンパクの高発現を確
認した。このタンパクの発現と癌の分化度との相関が
認められた。ZIC2タンパク高発現例では 5年生存率の
低下を認めたことから，ZIC2発現が口腔癌の予後に関
与していることが示唆された。
　48． 口腔扁平上皮癌におけるDermatopontin（DPT）
の 発現状態と臨床指標との相関関係
大和地正信，鵜澤一弘，丹沢秀樹
（千大院）
　口腔癌における遺伝子発現のMicroarray data base
において，細胞外基質タンパクであるDPTの発現は正
常細胞の 1/500を示していた。DPTのmRNAレベルに
おける発現低下が口腔癌由来細胞株 7種において，ま
た，臨床検体60例中44例（73%）の癌組織で有意に発
現が低下していた。Western Blotting法で細胞株にお
けるタンパクレベルでの発現低下も認められた。
